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油圧プレスのメンテナンス〈中級編〉について

はじめに

　一般社団法人日本鍛圧機械工業会の油圧プレス専門部会が 2017 年に

発刊した「油圧プレスガイドブック」のメンテナンス＜入門編＞の続編として、

より詳しいメンテナンス＜中級編＞を作成致しました。

　近年、ますます部品の軽量化、高強度化、低コスト化が求められ、さらに

新素材対応など油圧プレスの応用分野は拡大する一途です。

　本編は油圧プレスの日常メンテナンスでの安全性向上やトラブルの初動

対応などにご活用頂けるように作成致しました。

　既にご好評頂いておりました「油圧プレスのメンテナンス（入門編）」より、

さらに深くトラブルの原因を発見、対応する手法を紹介しています。ベテランの

油圧プレス技術関係者の方々にもご参考頂けるものとして作成致しました。

　今回は、「油圧プレスガイドブック」の別冊子として現場でご利用しやすい

ものと致しました。今後とも油圧プレスをご活用頂くための一助となりまし

たら、これに勝る喜びはありません。

　　　　　　　　　　　　　 目　次
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■油圧回路図及び機器名称

油圧回路と動作線図 油圧プレスのメンテナンス〈中級編〉

メインシリンダ ⑧ 電磁切換弁付リリーフ弁 ⑲ メイン圧力計
サイドシリンダ ⑨ 電磁切換弁付シーケンス弁 ⑳ ダイクッション圧力計
ダイクッションシリンダ ⑩ パイロットリリーフ弁 ㉑ サクションフィルター

⑪ チェック弁 ㉒ オイルクーラー
① 電動機 ⑫ 電磁切換弁 ㉓ チェック弁
② 油圧ポンプ ⑬ 電磁切換弁 ㉔ リターンフィルター
③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ⑭ パイロット操作チェック弁 ㉕ チョーク
④ 電磁切換弁 ⑮ スロットルチェック弁 ㉖ オイルタンク
⑤ カウンタバランス弁 ⑯ パイロットリリーフ弁 ㉗ 油面計
⑥ パイロット操作チェック弁 ⑰ 電磁切換弁付リリーフ弁 ㉘ エアブリーザー
⑦ リリーフ弁（直動形） ⑱ プレフィル弁 ㉙ マイクロセパレータ

A

B

C

スライドフレーム

ダイクッションフレーム

■動作線図

寸動作動 機器名称 安全一工程作動

ス
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スライド

上限

遅降点

下限

上
昇

急
下
降

加
圧
微
下
降

上
昇

下
降 ダイクッション

上限

下限

○ スライド上昇弁 SOL1

○ ○ スライド下降弁 SOL2

○ スライド加圧速度切換弁 SOL3

○ スライド加圧弁 SOL4

○ プレフィル開放弁 SOL5

○ ダイクッション上昇弁 SOL6

○ ダイクッション下降弁 SOL7

ダイクッション圧抜弁 SOL8

○ ○ ○ ○ ○ ポンプオンロード弁 SOL9

加圧保持時間
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1 スライドが上昇しない トラブルの具体例と対策

機器No. 機器名称 役割・用途

① 電動機 油圧ポンプ駆動

② 油圧ポンプ 油圧源

③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ポンプオンロード&安全弁  SOL9,26MPa

④ 電磁切換弁 スライド下降、上昇切換（SOL1-上昇）

⑦ リリーフ弁 サイドシリンダー安全弁（18MPa）

⑫ 電磁切換弁 プレフィル弁パイロット圧   ON-OFF  （SOL5）

⑱ プレフィル弁 加圧シリンダ油吸込・排出

㉕ チョーク プレフィル弁パイロット抵抗圧  （3MPa）

Ⓑ サイドシリンダ 下降、上昇用

検出ポート P9の圧力確認

　　SOL9のみ強制 ON(手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力を表示する。

　　SOL9のみ強制ON（手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力を表示しない又
　　は圧力が低すぎる。

検出ポート P5の圧力確認 
 
　　ポンプONで 3MPa（P5-P9 の
　　圧力差 ) の圧力が表示する。

　　 ポ ン プ ON 状 態 で 3MPa
　　圧力が表示しない。または
　　圧力が低すぎる。

検出ポート P1の圧力確認 
 
　　SOL1，5，9を強制 ON（手動
　　押しピンやリレー短絡)した時
　　18MPaの圧力が表示する。　

　　SOL1，5，9を強制 ON（手動
　　押しピンやリレー短絡)した時
　　18MPaの圧力が表示しない。
　　または圧力が低すぎる。

検出ポートP9の圧力が 26MPaで
確認出来れば

ある一定の領域だけスライド動作
のシャクリやビビリがある。

偏心荷重位置でプレスしている。

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

電
気
的
要
因

油
圧
的
要
因

機
械
的
要
因

上
昇
す
る
も
の
の

②・③は正常
（①は前提として作動）

②・③の何れかが
不具合（上昇、
加圧もしない）

㉕は正常

SOL5のみ強制ON（手動押しピンやリレー
短絡）した時、圧力が表示しないまたは圧
力が低すぎる。

⑦は正常
Ⓑサイドシリンダーの内部リーク無く正常

下降の押し釦操作で下降動作は正常
下降の押し釦操作で下降動作もしない

Ⓑサイドシリンダーの内部リーク
　　Ⓑサイドシリンダのロッド側（㋑側）
　　　ポートを塞いで、自重下降があるか
　　　確認

②油圧ポンプに
異常音がある

②油圧ポンプに
異常音がない

上昇釦で電磁切換弁は ONしてい
るが動作しない。
 
上昇釦でリレーが ON しない。

 
上昇釦でリレーが ONしているが
電磁切換弁が ON しない（電磁切
換弁の切換音やランプ点灯がし
ない）。

油圧的要因又は機械的要因

リレーの焼損 
上昇釦の破損
上昇釦～リレー間の
端子の緩みや断線

コイルの焼損

リレー～電磁切換弁間の
端子の緩みや断線 

リレーの交換 
上昇釦の交換  
端子の締付けや結線の修正

電磁切換弁の交換

端子の締付けや断線の修正

②油圧ポンプの故障

③電磁弁付リリーフ弁の故障

⑱プレフィル弁のパイロット
　ライン故障

㉕チョーク弁の不調

電気的要因又は機械的要因

⑦リリーフ弁の故障
④電磁切換弁の故障

自重下降あればサイドシリンダの
内部リーク

自重下降なければ⑦リリーフ弁の
故障

②油圧ポンプの交換

③電磁弁付リリーフ弁の交換

⑱プレフィル弁の交換

㉕チョーク弁の交換または分解清掃

⑦リリーフ弁の交換または分解清掃
④電磁切換弁の交換

Ⓑサイドシリンダのパッキン交換

⑦リリーフ弁の交換または分解清掃

部分的にギブガイドの当たりが
キツイ

ガイド調整を行う

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り経路
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2 スライドが急下降しない トラブルの具体例と対策

機器No. 機器名称 役割・用途

① 電動機 油圧ポンプ駆動

② 油圧ポンプ 油圧源

③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ポンプオンロード&安全弁  SOL9,26MPa

④ 電磁切換弁 スライド下降上昇切換  SOL2（上昇）

⑥ パイロット操作チェック弁 スライド自重落下防止

⑨ 電磁切換弁付シーケンス弁 急下降圧設定用  SOL3,5MPa

⑬ 電磁切換弁 ダイクッション上昇下降切換

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

電
気
的
要
因

油
圧
的
要
因

機
械
的
要
因

下
降
す
る
も
の
の

下降釦で電磁切換弁は ONしてい
るが動作しない。
 
下降釦でリレーが ON しない。

 
下降釦でリレーが ONしているが
電磁切換弁が ON しない（電磁切
換弁の切換音やランプ点灯がし
ない）。

油圧的要因又は機械的要因

リレーの焼損
 
下降釦の破損

下降釦～リレー間の
端子の緩みや断線

コイルの焼損

リレー～電磁切換弁間の
端子の緩みや断線 

リレーの交換
 
下降釦の交換
  
端子の締付けや結線の修正

電磁切換弁の交換

端子の締付けや断線の修正

ある一定の領域だけスライド動作
のシャクリやビビリがある。

偏心荷重位置でプレスしている。

部分的にギブガイドの当たりが
キツイ

ガイド調整を行う

②・③は正常
（①は前提として作動）

②・③・④・⑬の
何れかが不具合
（上昇、加圧もしない）

⑨は正常

検出ポート P1の圧力確認

　　　下降釦ONで 6MPaをはるかに超えた
　　　（2倍程の）圧力が表示する。

　　　チャタリング動作しながら下降する。

②油圧ポンプに
異常音がある

②油圧ポンプに
異常音がない

検出ポート P9の圧力確認

　　SOL9のみ強制 ON(手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力を表示する。

　　SOL9のみ強制ON（手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力を表示しない又　　
　　は圧力が低すぎる。

検出ポート P2の圧力確認 
 
　　下降釦ONで 5MPaの圧力が
　　表示する。

　　下降釦ONで 5MPaの圧力が
　　表示しない。または圧力が
　　低すぎる。

検出ポートP9の圧力が 26MPaで
確認出来れば

②油圧ポンプの故障

③電磁弁付リリーフ弁の故障

④電磁切換弁の切換不調

⑬電磁切換弁の切換不調

⑥パイロットチェック弁の不調

⑨電磁切換弁付シーケンス弁の
　不調

②油圧ポンプの交換

③電磁弁付リリーフ弁の交換

④電磁切換弁の交換または分解掃除

⑬電磁切換弁の交換または分解掃除

⑥パイロットチェック弁の交換

⑨電磁切換弁付シーケンス弁の交換

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り＆吸込み経路
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機器No. 機器名称 役割・用途

① 電動機 油圧ポンプ駆動

② 油圧ポンプ 油圧源

③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ポンプオンロード&安全弁  SOL9,26MPa

④ 電磁切換弁 スライド上昇下降切換  SOL2（下降）

⑧ 電磁切換弁付リリーフ弁 加圧ロード&安全弁  SOL4,26MPa

⑩ パイロットリリーフ弁 加圧圧力調節  max.26MPa

⑱ プレフィル弁 加圧シリンダ油吸込・排出

⑲ メイン圧力計 加圧圧力表示

3 スライドが加圧微下降しない トラブルの具体例と対策

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

電
気
的
要
因

油
圧
的
要
因

機
械
的
要
因

下
降
す
る
も
の
の

②・③は正常
（①は前提として作動）

②・③の何れかが
不具合

④は正常。⑧・⑩・⑱の何れかが不具合

⑧・⑱は正常。⑩が不具合

⑧・⑱の何れ
かが不具合→
⑧を新品に
交換

②油圧ポンプに
異常音がある
②油圧ポンプに
異常音がない

釦を押した時、加圧微下
降する（または 26MPa
の圧 力で加圧する）

釦を押した時、加圧微下
降しない（または加圧し
ても圧力が表示しない）

検出ポート P9の圧力確認

　　SOL9のみ強制ON（手動押し
　　ピンやリレー短絡）した時、
　　26MPaの圧力を表示する。
　　SOL9 のみ強制 ON した時、
　　26MPaの圧力を表示しない。
　　又は圧力が低すぎる。

④電磁切換弁の作動確認
　注 )⑩パイロットリリーフ弁を
　締め込んだ状態で確認
 
　下降釦を押した状態で SOL2の
　手動ピンを押した時、既にスプー
　ルがエンドまでいっている。

　下降釦を押した状態で SOL2の
　手動ピンを押した時、スプール
　がエンドまで動き、加圧微下降
　する（または加圧する。）

　スライドの動作および⑲圧力計
　の確認
　注）⑧電磁切換弁付リリーフ弁
　のベントポートを塞いで確認
　（⑩パイロットリリーフ弁との
　接続を切る）。
　下降釦を押した時、加圧微下降
　する（または 26MPaの圧力で
　加圧する）。
　下降釦を押した時、加圧微下降
　しない（または加圧しても圧力
　が表示しない）。

④が正常だと確認出来れば

②油圧ポンプの故障

③電磁弁付リリーフ弁の故障

④電磁切換弁の故障

⑩パイロットリリーフ弁の故障

⑧電磁切換弁付リリーフ弁の故障

⑱プレフィル弁の故障またはゴミ噛み

②油圧ポンプの交換

③電磁弁付リリーフ弁の交換

④電磁切換弁の交換

⑩パイロットリリーフ弁の交換

（⑧交換済）

⑱プレフィル弁の交換 または清掃

下降釦で電磁切換弁は ONしてい
るが作動しない。
 
下降釦でリレーが ON しない。

 
下降釦でリレーはONしているが、
電磁切換弁がONしない（電磁切換
弁の切換音やランプ点灯がしない）。

油圧的要因又は機械的要因

リレーの損傷 
下降釦の破損
下降釦～リレー間の端子の
緩みや断線

コイルの焼損
リレー～電磁切換弁間の端子の
緩みや断線

リレーの交換 
下降釦の交換  
端子の締め付けや結線の修正

電磁切換弁の交換
端子の締め付けや結線の修正

ある一定の領域だけスライド動作
のシャクリやビビリがある。

偏心荷重位置でプレスしている。

部分的にギブガイドの当たりが
キツイ

ガイド調整を行う

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り経路

検出ポートP9の圧力が 26MPaで
確認出来れば
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機器No. 機器名称 役割・用途

① 電動機 油圧ポンプ駆動

② 油圧ポンプ 油圧源

③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ポンプオンロード&安全弁  SOL9,26MPa

⑬ 電磁切換弁 ダイクッション上昇下降切換  SOL6（上昇）

⑮ スロットルチェック弁 ダイクッション速度調整

⑯ パイロットリリーフ弁 ダイクッション圧力調整弁

⑰ 電磁切換弁付リリーフ弁 ダイクッション圧抜&安全弁

⑳ ダイクッション圧力計 ダイクッションヘッド側圧力表示

4 ダイクッションが上昇しない トラブルの具体例と対策

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

電
気
的
要
因

油
圧
的
要
因

機
械
的
要
因

上
昇
す
る
も
の
の

②・③は正常
（①は前提として作動）

②・③の何れかが
不具合（上昇、
加圧もしない）

⑮スロットルチェック弁の戻り側を全開にして
⑳の圧力上昇を確認（設定圧力表示）

⑯リリーフ弁の故障

⑰電磁切換弁付リリーフ弁の故障

ダイクッション
シリンダの内部
リーク

②油圧ポンプに
異常音がある

②油圧ポンプに
異常音がない

②表面温度が高い

⑮スロットルチェック
　弁を全閉しダイクッ
　ション上昇操作して
　⑳圧力上昇を確認

検出ポート P9の圧力確認

　　SOL9のみ強制 ON(手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力を表示する。

　　SOL9のみ強制ON（手動押し
　　ピンやリレー短絡）した時、
　　圧力を表示しない又は圧力が
　　低すぎる。

⑳ダイクッション圧力計の圧力確認
　　SOL6を強制ON（手動押しピン
　　やリレー短絡）した時、設定圧
　　力が表示する。

　　SOL6を強制ON（手動押しピン
　　やリレー短絡）した時、設定圧
　　力が表示しない又は圧力が低す
　　ぎる。

②油圧ポンプの故障

③電磁切換弁付リリーフ弁の故障

②油圧ポンプの故障

電気的要因又は機械的要因

シリンダ上昇、圧力上昇したら
シリンダの内部リーク

シリンダ上昇、圧力上昇しなけれ
ば⑯、⑰のリリーフ弁の故障

②油圧ポンプの交換

③電磁切換弁付リリーフ弁の交換

②油圧ポンプの交換

⑯リリーフ弁の交換または分解清掃

⑰電磁切換弁付リリーフ弁の交換また
　は分解清掃
ダイクッションシリンダのパッキン交換

上昇釦で電磁切換弁は ONしてい
るが動作しない。
 
上昇釦でリレーが ON しない。

 
上昇釦でリレーが ONしているが
電磁切換弁がONしない。（電磁切換
弁の切換音やランプ点灯がしない。）

油圧的要因又は機械的要因

リレーの焼損 
上昇釦の破損
上昇釦～リレー間の
端子の緩みや断線

コイルの焼損

リレー～電磁切換弁間の
端子の緩みや断線 

リレーの交換 
上昇釦の交換  
端子の締付けや結線の修正

電磁切換弁の交換

端子の締付けや断線の修正

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り経路

ある一定のストローク領域だけシャク
リやビビリがある

ある一定のストローク領域だけ動か
ない

部分的にギブガイドの当りがキツイ

ストローク部分に干渉物がある

ガイド調整を行う。

清掃を行う。
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5 ダイクッションが下降しない トラブルの具体例と対策

機器No. 機器名称 役割・用途

① 電動機 油圧ポンプ駆動

② 油圧ポンプ 油圧源

③ 電磁切換弁付リリーフ弁 ポンプオンロード&安全弁  SOL9,26MPa

⑬ 電磁切換弁 ダイクッション上昇下降切換  SOL7( 下降 )

⑭ パイロット操作チェック弁 ダイクッションシリンダ落下防止

⑮ スロットルチェック弁 ダイクッション速度調整

⑳ ダイクッション圧力計 ダイクッションヘッド側圧力表示

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

電
気
的
要
因

油
圧
的
要
因

機
械
的
要
因

下
降
す
る
も
の
の

下降釦で電磁切換弁は ONしてい
るが動作しない。
 
下降釦でリレーが ON しない。

 
下降釦でリレーがONしているが
電磁切換弁がONしない。（電磁切換
弁の切換音やランプ点灯しない。）

油圧的要因又は機械的要因

リレーの焼損 
下降釦の破損
下降釦～リレー間の
端子の緩みや断線

コイルの焼損

リレー～電磁切換弁間の
端子の緩みや断線 

リレーの交換 
下降釦の交換  
端子の締付けや結線の修正

電磁切換弁の交換

端子の締め付けや結線の修正

②・③は正常

②・③の何れかが
不具合（スライド
も動作できない）

⑭・⑮は正常

⑭・⑮の何れかが
不具合（スライド
でダイクッション
を押すと下降）

②油圧ポンプに
異常音がある

②油圧ポンプに
異常音がない

⑮スロットル
チェック弁の
絞りが全閉し
ている
⑮スロットル
チェック弁の
絞りが全閉し
ていない

検出ポート P9の圧力確認

　　SOL9のみ強制 ON(手動押し
　　ピンやリレー短絡 )した時
　　26MPaの圧力検出できる。

　　SOL9のみ強制ONした時
　　26MPaの圧力検出できない。

⑳ダイクッション圧力計の圧力計
　　確認 
　　下降釦押下中に 26MPaの圧力
　　検出されない。
　　下降釦押下中に 26MPaの圧力
　　検出される。

②油圧ポンプの故障

③電磁切換弁付リリーフ弁の故障

⑮調整不具合

⑭パイロット操作チェック弁の異常

他バルブの確認

②油圧ポンプの交換

③電磁切換弁付リリーフ弁の交換

シリンダ、フレーム等機械的要因の確認

⑮絞りを調整し下降速度を機械仕様に
合わせる。

⑭パイロット操作チェック弁の分解
清掃、交換

検出ポートP9の圧力が 26MPaで
確認出来れば

ある一定のストローク領域だけシャク
リやビビリがある

ある一定のストローク領域だけ動か
ない

部分的にギブガイドの当りがキツイ

ストローク部分に干渉物がある

ガイド調整を行う。

清掃を行う。

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り経路
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6 ダイクッションの圧力が上がらない トラブルの具体例と対策

機器No. 機器名称 役割・用途

⑭ パイロット操作チェック弁 ダイクッションシリンダ落下防止

⑯ パイロットリリーフ弁 ダイクッション圧力調整弁

⑰ 電磁切換弁付リリーフ弁 ダイクッション圧抜 &安全弁

⑳ ダイクッション圧力計 ダイクッションヘッド側圧力表示

要因 確認事項1 確認事項 2　 不具合箇所 対策

事
前
確
認

油
圧
的
要
因

配管からの油漏れ（フランジ緩み）
 
測定値不良

 
⑯ダイクッション圧力調整弁を締め
込んで圧が上がるか確認

操業前の点検、確認による

⑳ダイクッション圧力計

⑯ダイクッション圧力調整弁不良

増し締め、ガスケット交換

圧力表示の異常、交換

メンテナンス後の開き忘れ

⑯ダイクッション圧力調整弁交換

⑳ダイクッション圧力計交換

⑳ダイクッション圧力計下の手動バルブが閉

圧力に変化があった場合は正規の値に調
整する

圧力に変化がない

⑭パイロット操作チェック弁の確認 ⑭パイロット操作チェック弁

⑯ダイクッション圧力調整弁

⑰ダイクッション圧抜＆安全弁

⑭パイロット操作チェック弁の交換

⑯ダイクッション圧力調整弁の交換

⑰ダイクッション圧抜＆安全弁の交換

←油圧行経路（加圧経路）　→油圧戻り経路

圧力が上がらない
（チェック弁が全閉になっていない）

⑭パイロット操作チェック弁が異常でない
場合は
⑯ダイクッション圧力調整弁を締め込んで
も圧力が上がらない   
 
⑭パイロット操作チェック弁
⑯ダイクッション圧力調整弁のいずれも
異常ない場合
⑰ダイクッション
圧抜＆安全弁の圧力設定を変更して圧力
変化を確認
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1 電動機のチェック方法例 機器類の確認方法 2 ポンプ圧力が上がらない場合のチェック方法例 機器類の確認方法

ⓐ 

ⓒ ⓒ 

ⓑ 

NO
NO

NO

NO

NO

YES YES

YES

YES

YES

YES

起動操作をすると
起動するか？

異音や異常な
振動はないか？

負荷に応じた
電流値か？

ブレーカやサーマルは
正常か？

電動機が異音・
振動の発生源か？

カップリングを
外して電動機単体で

回るか？

電動機の調査開始

電動機は問題なし ポンプおよび油圧系をチェック

電動機修理or
電気系をチェック

電動機修理or
電気系をチェック

電動機修理or
電気系をチェック

NO

NO

ⓐ カップリングを外す作業は電源を切って行う。
　その後の再起動でブレーカ・サーマル落ちないか？
ⓑ クランプメータで電流値を測定する。
ⓒ 日頃から音や振動を確認しておく。

名称 機能・動作 図記号 主な形状 断面

電動機 電動モータであり、主に油圧ポン
プの駆動に使われる。

ⓐ プレス電源を入れて、ポンプ起動操作をする。
ⓑ カップリングを外したりポンプを手で回す作業は電源を切って行う。
ⓒ 油漏れを発見した場合は速やかにポンプを止めて電源を切る。作動油の不足を発見した場合は速やかにポンプを止めて電源を切る。
ⓓ日頃から音や振動を確認しておく。

名称 機能・動作 油圧記号 主な形状 断面

ギヤポンプ

ケーシング内で 2個の歯車がかみ
合って回転し、歯とケーシングの壁
の間に囲まれた容積の移動を利用し
て圧油を発生させるもの。
（吐出量固定）

アキシャル
ピストンポンプ

回転軸の周りに配置された複数のピス
トンが軸の回転に伴って往復運動をし
圧油を発生させるもの。斜板式と斜軸
式があり板および軸の傾斜角度を変化
させることにより吐出流量が変化する。
（吐出量可変）

ⓒ 

ⓓ

ⓓ

ⓑ 

ⓐ

NO

ポンプは問題なし

NO

NO

ポンプ用ブレーカや
サーマルは正常か？

スライドや
クッションが勝手に
動いていないか？

カップリングを外して
ポンプは手で回るか？

ポンプ起動操作を
すると起動するか？

ポンプに異音や
異常な振動はないか？

SOL9のみをONし
圧力が上がるか？

ポンプに異音や
異常な振動はないか？

電動機および
電気系をチェック

③リリーフ弁をチェックしリリーフ弁に
問題なければポンプ修理

電磁弁（方向切換え弁）をチェックし
電磁弁に問題なければ、ポンプ修理

YES

YES

YES YES YES

NO

NO

YES

YES

油漏れを修理する
作動油を補充する

P5 or P9に圧力計をつなぎ
圧力を確認する

ポンプ修理

プレス全体を点検し
油漏れはないか？作動油は

減ってないか？

ポンプの調査開始

NO

NO

YES

NO
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ⓐ メーカーにて実施
ⓐ ⓐ 

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES

YES

シリンダに油漏れはないか？ 油漏れはロッド摺動部か？

ピストンタイプか？ ロッドに傷はあるか？

途中で止めた場合
自重下降速度は早くないか？

シリンダの調査開始

シリンダは問題なし パッキン交換をする シリンダ修正をする

名称 機能・動作 油圧記号 主な形状 断面

油圧シリンダ
油圧ポンプを動かして得た圧油を
直線往復運動に変換するもの。単
動形と複動形に大別される。

名称 機能・動作 油圧記号 主な形状 断面

電磁切換弁
アクチュエータの始動・停止およ
び運動方向を電気信号により制御
する弁。

電磁パイロット
切換弁

電磁切換弁（上）と切換弁（下）を
組み合わせたもので、電磁切換弁に
て切換弁の制御を行い、アクチュ
エータの制御に用いる弁。

ⓐ目視確認 
ⓑ電源を切ってチェック 
ⓒ電源を切って端子を締める 
ⓓテスターで電圧確認 AC or DC 注意 
ⓔスプールが動いているかを手動押しピンにて確認 

NO

YES

NO

NO

NO

YES

YES

YES

ⓒ 

ⓒ 

ⓐ

SOL※は問題なし

SOL※のランプ点灯？

接続端子は締まっているか？

電圧はかかっているか？

弁のスプールは動作しているか？

SOL※がONしているタイミングで調査開始

端子を締める

配線および
電源をチェック

弁交換

ⓑ

ⓐ

ⓒ

ⓔ

ⓓ

3 シリンダのチェック方法例 機器類の確認方法 4 電磁弁（方向制御弁）のチェック方法例 機器類の確認方法
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ⓐ 回路図上の設定圧力と比較
ⓑ ロックナットを緩めて調整
ⓒ 圧力計を見ながら調整

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES

圧力取り出し口に圧力計をつなぐ

ロックナットを緩めて圧力を調整

ⓒ 

ⓒ 

ⓒ 

ⓑ 

ⓐ

リリーフ弁以外の問題 リリーフ弁は問題なし

一旦緩めて油を流し再度圧力調整

弁交換

設定圧力まで
圧力が上がっているか？

圧力を調整できるか？

圧力を調整できるか？

圧力を調整できるか？

リリーフ弁の圧がかかるタイミングで調査開始

名称 機能・動作 油圧記号 主な形状 断面

リリーフ弁
（直動形）

一次側 (P) の圧力が設定した圧力
以上になると油を二次側 (T) に逃
がし、設定圧力以上になるのを防
止する弁。（安全弁）

リリーフ弁
（バランスピストン形）

リリーフ弁と電磁切換弁およびノン
ショック弁を組合わせたもので、電
気信号によりオンロード（リリーフ弁
として機能）、アンロード（PからT
へ自由に通過)することができる弁。

5 リリーフ弁のチェック方法例 機器類の確認方法

ⓐ

ⓒ

ⓒ

ⓒ
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